
令和４年度の食品ロス削減の取組みについて
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食品ロス削減ネットワーク懇話会、パートナーシップ制度について

食品関連事業者
（製造、卸、小売、外食等）

消費者 行政

ネットワーク懇話会のイメージ

具体的な取組展開、各業界団体へ発信

意識啓発等
計画の進捗

管理等

意見交換

【目的】食品製造業者､食品卸売・小売業者、外食事業者､消費者､行政等による
「食品ロス削減ネットワーク懇話会」を設置し、流通全体で具体的な取り組みを展開し、
食品ロス削減を目指す。

令和５年２月現在 ３７事業者（今年度新規 ６事業者）

・新たな分野の参画（損害保険会社、地域テレビ局、料理研究家）

・R4環境省公募型事業の採択（３者）

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社様、学校法人 藍野大学様、

株式会社ハジメフーズ様

・パートナーシップ事業者同士、市町村・他事業者との連携拡大

■おおさか食品ロス削減パートナーシップ制度

・全体会議（７月１日、２月20日）

各段階の情報交換や取組への意見など

・分野別に実践する参画者・関係者とともに具体的な取組を検討、実施
小売実証事業実施に向けた意見など

■食品ロス削減ネットワーク懇話会

参考：環境省HP

https://www.irasutoya.com/2018/05/blog-post_426.html


＜参考＞ 市町村の食品ロス削減の取組状況について
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市町村の食品ロス削減計画策定状況は、18市町村が策定済み
ならびに策定予定。
検討中が15市町村、策定しないが10市町村。

市町村の取組では、ホームページ、広報誌、イベント等での啓発活動に加え
小学校での出前講座、市民講座などが多く実施されています。
また、家庭系食品ロス削減に繋がる家庭の未利用食品の有効活用の方法と
して、福祉協議会等と連携したフードドライブも広がっています。
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＜令和４年度大阪府食品ロス削減市町村アンケート調査、食品廃棄物等
の発生抑制及び再生利用の促進の取組に係る実態調査から集計＞



年代別の認知度と全国との比較について

大阪府：大阪府意識調査（R2,R4）ｎ＝1000
全国値 出典：令和４年度第２回消費生活意識調査

ｎ＝5000

令和2年度令和４年度 全国(R4) 増減率

18才-19才 77.42 70.97 77.00 -8%

20才-29才 80.38 67.72 63.00 -16%

30才-39才 83.60 70.90 73.00 -15%

40才-49才 88.14 81.78 77.00 -7%

50才-59才 87.01 83.62 80.00 -4%

60才-69才 91.87 89.47 90.00 -3%

大阪府 府民の意識調査結果
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食品ロス発生量の推移と目標値

家庭系食品ロス削減
目標（216万トン）
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2030
（目標値）

家庭系食品ロス削
減目標（16.6万トン）

事業系食品ロス削減
目標（273万トン）

■日本国内の食品ロス発生量 ■府内の食品ロス発生量
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事業系食品ロス削
減目標（16.１万トン）

日本国内の発生量は推計してから過去最少となった。



大阪府の取組について



「もったいないやん活動隊」人材育成事業

◆もったいないやん活動隊とは・・・
2030年度の目標達成を目的として、食品ロス削減の取組み推

進や普及啓発のために、食品ロスについて学び、地域活動や学校
への出前講座など多様な分野で積極的に活躍していただくボラン
ティアのみなさまを募集しました。

令和４年度は定員20名
→定員を超える多数の応募をいただき、
調整の結果、25名の方が養成講座を受講

もったいないやん活動隊ロゴマーク
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オリジナルテキストの作成

啓発活動ツール
「なんでやろう？食品ロス カードゲーム」
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「もったいないやん活動隊」養成講座の様子

企業見学

座学、グループワーク

体験実習

今年度の養成講座カリキュラム



■実証した手法
・コトPOPによる販売期限内売りきりと家庭向け食品ロス削減
方法の啓発
・店舗での食品ロス予備軍の売りきり（コーナー化）

■調査期間：令和４年10月27日～11月30日
■実証店舗：デイリーカナートイズミヤ 花園店

小売店における消費者向け食品ロス削減実証

◆スーパーなどの小売店は消費者に身近であり、情報発信の拠点としても重要です。
◆店内見学やワークショップに参加した大学生のアイデアを基に、店舗の従業員や幅広い関係者と共に検討し、食品
ロス削減のための手法を実証しました。



令和４年度食品ロス削減事業者向けセミナー

スーパーなどの小売店舗で発生する食品ロスは、消費者の意識や行動が深く関係しています。

そのため、事業者だけでは、削減の取組みが進みにくいという課題があります。

セミナーでは、食品ロス削減の効果的な取組み方法だけでなく、消費者に身近な小売店舗だからこそできる消

費者への啓発を実践されている事例も併せてご紹介します。

構成 時間 登壇者 内容

開会
13:30～
13:35

大阪府環境農林水産部
流通対策室長

開会挨拶

講義

13:35～
14:05

エイチ・ツー・オー リテイリン
グ株式会社

小売事業者として地域と連携した食品ロ
ス削減の取組事例紹介

14:05～
14:35

株式会社シノプス
クラウド型の需要予測サービスを活用した
食品ロス削減事例紹介

14:35~14:
50

三井住友海上火災保険
株式会社

小売店等が未利用食品を寄贈する際の
リスクマネジメントについて

14:50～
15:20

一般社団法人サスティナ
ブルフードチェーン協議会

「こどもスマイリング・プロジェクト」などによる
小売店と連携した消費者啓発事例紹介

15:20～
15:35

大阪府環境農林水産部
流通対策室

「もったいないやん！食の都大阪でおいし
く食べきろう」学生プロジェクトと連携した
事例紹介

閉会
15:35～
15:40

大阪府環境農林水産部
流通対策室

大阪府より「パートナーシップ制度」「もっ
たいないやん活動隊」の紹介

閉会
後

15:40～
16:00

名刺交換会



イベントにおける食品ロス削減の啓発の取組み

出展者には小盛メニューの提供、ばら売りなどの協力依頼、来場者向け飲食スペースで食べきりの呼びか
け、
来場者への啓発として、カードゲーム体験(イベントver.)、食べきりレシピの配布などを実施しました。

<参考：アンケート結果>
○カードゲーム体験者数：61名（２日間）
○アンケート結果:
・体験前「食品ロスを知っていますか？」
よく知っている（23人）、聞いたことがある（１７人）、
知らない（２１人）

・体験後「カードゲームで遊んだ後、食品ロスを減らすために
どんなアクションをしようと思いましたか？」

好き嫌いを減らす（13人）、食べられる量を知る（23人）、
おすそ分け（12）、てまえどり（7人）、特にない（4人）

Welcomingアベノ・天王寺 おおさかもん祭り2022KIRIN presents 大阪産（もん）フェスタ2022
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■『“もったいないやん！”食の都大阪でおいしく食べきろう学生プロジェクト

（１）ワークショップの開催

（２）学生による調理動画や啓発資料の作成

参加者：大阪公立大学、大阪樟蔭大学、大手前大学、関西福祉科学大学、
千里金蘭大学、摂南大学、相愛大学、梅花女子大学、

の管理栄養士を目指す学生 約２０名

種も食べよう！皮ごとかぼちゃサラダ

令和３年度から引き続き、大阪府内の管理栄養士を目指す大学生の皆様とともに、ワークショップ
やゼミ活動を通じて、様々な啓発手法を検討し発信する学生プロジェクトを実施しました。

大学生と連携した啓発の取組み

▼詳しくはこちらから

学生や消費者団体、
パートナーシップ事業者
が考案した食品ロス削
減レシピや動画をHPに
掲載中


